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植物は、環境から元素を吸収し生育を最適に

制御する。しかしながら、いつ・どこに・どれ

くらいの元素を吸収・輸送制御するかについて

の全貌は未解明である。これらの基礎的な知見

は作物生産における肥料の最適化を考える上

で重要である。しかしながら、その理解のため

には、経時的に植物を採取し、分析する破壊的

手法が主であることから、同一個体での連続的

な解析は難しく、特に解析対象物質が少ない微

細組織での連続的な解析は容易ではない。 

本研究は、

先行研究で

立ち上げた

放射性トレ

ーサとシン

チレータを

使った非破壊イメージング実験系（Fig. 1）を

基本に、その検出感度や空間分解能を対物レン

ズやイメージセンサーを利用して向上させる

ことにより、モデル植物シロイヌナズナを個体

レベルから細胞間レベルまでの元素トレーサ

挙動と集積の偏りを明らかにしてきた（Fig. 2, 

3）。さらに、これらのイメージングシステムと

分子生物学を組み合わせることで根の組織の

栄養吸収への寄与の違いを検証した。環境から

細胞へのリン酸輸送を担う細胞膜上に局在す

るリン酸輸送体タンパク質の種類や個体での

局在パターンやこれらの遺伝子変異株でのリ

ン酸トレーサ（ベータ線）イメージングにより

生体内におけるリン酸輸送体タンパク質の機

能を評価し、植物個体全体の生育に対する根端

細胞のリン酸吸収寄与の高さを明らかにした。
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